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　小平町の特産品でもあるタコやホタテは、
縁起の良いものとしておせち料理などで親し
まれてきました。
　タコは、真っ黒な墨を吐いて敵から逃げる
姿から「苦難を煙に巻く」と捉えられます。
また、「多幸（たこ）」と漢字を当てることが
できるため「一年間幸せでいられますように」
との願いが込められています。
　ほたては、貝が扇を開いたように末広がり
で縁起が良いとされています。

藤田水産藤田水産臼谷漁港臼谷漁港



新 年 の ご あ い さ つ
年
頭
に
あ
た
っ
て

小
平
町
長

　
　
　

関　
　

次　

雄

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
町
行

政
の
推
進
に
あ
た
り
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
、
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
日
々

刻
々
と
変
様
す
る
中
、
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
常
生
活
の
中
で

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
心
が
け
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大
事

な
家
族
や
友
人
、
隣
人
の
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す

の
で
、
日
頃
か
ら
感
染
予
防
に
ご
留

意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
役
割
を
果
た
す
複
合
施

設
「
小
平
町
多
目
的
防
災
交
流
施

設　

“
群
来
る

”
」
が
完
成
し
、
ま
た
、

一
次
産
業
の
将
来
を
見
据
え
、
公
設

民
営
型
の
「
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
に
着
手
し
た
ほ
か
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
着
手
し

て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
事
業
の

完
成
に
よ
り
、
本
年
中
の
未
供
用
地

域
の
解
消
が
実
現
さ
れ
ま
す
。
本
町

に
お
け
る
一
次
産
業
の
活
性
化
は
、

新
た
な
事
業
展
開
や
雇
用
の
創
出
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な

施
策
の
展
開
は
人
口
減
少
時
代
を
生

き
抜
く
成
長
戦
略
と
し
て
極
め
て
重

要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
効
果
的
施
策

を
随
時
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
３

期
目
の
最
終
年
を
迎
え
、
就
任
以
来

11
年
の
歳
月
を
経
過
し
て
も
、
な
お
、

町
民
皆
様
の
期
待
と
そ
の
職
責
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
ま
も
な
く
始
ま
る

新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
私

の
当
初
か
ら
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま

す
「
町
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ

り
、
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
自
ら
出

向
き
、
自
ら
が
見
て
聞
く
、
現
場
主

義
」
を
徹
底
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
の
予
算
編
成
は
、
子
育
て

支
援
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
年
次
計
画
的
な
公
営
住
宅

の
改
善
・
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
、
上

下
水
道
施
設
の
施
設
更
新
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ほ
か
、
臼
谷
漁
港

の
ホ
タ
テ
作
業
施
設
の
改
修
や
Ａ
Ｒ

（
拡
張
現
実
）
を
活
用
し
た
旧
花
田

家
番
屋
展
示
改
修
設
備
工
事
な
ど
に

よ
り
資
産
の
充
実
を
図
り
、
活
気
に

あ
ふ
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
の
創
生
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
皆
様
の
町
政
へ

の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
本
年
も
平
穏
で
明
る
く
、
希

望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新 年 の ご あ い さ つ

小
平
町
議
会
議
長

　
　
　

藤　

田　
　

貢

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春
を

こ
う
し
て
町
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
議
会
に
対

し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
昨
年
は
、
約
２
年
に

及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
皆
様
の
感
染
防
止
対
策
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
医
療
従
事
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
な
ど
に
よ
り
、
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
見
せ
ま
し
た
。
一
方
で
、
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
や
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
リ
ス
ク
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
地
域
が
抱

え
る
諸
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
」
が
掲
げ
ら
れ
、

新
し
い
資
本
主
義
の
主
役
は
地
方
で

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
政
・
産
業
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
が

要
求
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。私

ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
が
責
任

を
持
っ
て
決
め
る
「
地
域
主
権
」
の

理
念
を
基
本
に
、
広
く
町
民
の
皆
様

の
真
の
要
望
と
地
域
の
実
情
を
的
確

に
把
握
し
町
政
に
反
映
さ
せ
、
将
来

に
向
か
っ
て
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
小
平
町
を
創
造
す
る
た

め
、
最
善
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
貴

重
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の

皆
様
方
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
町
議
会
を
代
表
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

小
平
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
11
日
に
、
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
小
林
洋
子
と
申
し
ま

す
。
生
ま
れ
育
っ
た
小
平
市
を
、
よ

り
住
み
や
す
い
魅
力
の
あ
る
ま
ち
に

し
た
い
と
日
々
市
民
の
方
と
力
を
あ

わ
せ
て
い
ま
す
。
小
平
町
の
皆
様
と

は
、
昭
和
53
年
７
月
に
同
名
の
自
治

体
の
よ
し
み
で
、
姉
妹
都
市
の
締

結
を
し
て
以
来
、
双
方
の
小
学
生
が

夏
休
み
を
利
用
し
て
の
相
互
訪
問
を

し
て
い
る
少
年
少
女
交
歓
交
流
事
業

を
は
じ
め
、
小
平
市
民
ま
つ
り
で
の

小
平
町
の
特
産
物
の
販
売
や
、
米
穀

商
組
合
な
ど
を
通
し
て
の
な
な
つ
ぼ

し
の
販
売
な
ど
、
教
育
、
文
化
、
産

業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
広
く
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
関
係
で
、
多
く
の
催

し
物
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
市
長
と
し
て
初
め
て
、
小
平

町
の
皆
様
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
中
止
と
な
り
残
念

で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く

交
流
が
再
開
で
き
る
よ
う
望
ん
で
お

り
ま
す
。　

　

さ
て
小
平
市
で
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
12
年
間
の
方
向
性
を
示
す
第
４

次
長
期
総
合
計
画
が
始
ま
り
ま
し

た
。
小
平
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
小
平
市
が
目
指
す
12
年
後
の
ま

ち
の
姿
（
将
来
像
）
を
定
め
た
計
画

で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
社
会
を
構
築
し
、
よ
り
魅
力
あ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
何
を
大
切
に

し
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
市
民
、
事
業
者
、

小
平
市
に
関
わ
る
人
々
、
み
ん
な
で

実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

小
平
町
の
皆
様
と
は
今
後
と
も
、

姉
妹
都
市
と
し
て
の
絆
を
深
め
、
交

友
関
係
を
末
永
く
続
け
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
小
平
町
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
・

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

姉
妹
都
市

　

東
京
都
小
平
市
長

　
　

小　

林　

洋　

子

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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議　

長　
　

藤
田　
　

貢

副
議
長　
　

前
崎　

正
弘

■
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

西　
　

博
志

副
委
員
長　

西
村　

健
一

　
　
　
　
　

前
崎　

正
弘

　
　
　
　
　

酒
谷　
　

貢

　
　
　
　
　

山
内　
　

裕

　
　
　
　
　

板
垣　

良
二

　
　
　
　
　

髙
野　

謙
市

　
　
　
　
　

藤
田　
　

貢

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

酒
谷　
　

貢

副
委
員
長　

髙
野　

謙
市

　
　
　
　
　

前
崎　

正
弘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西　
　

博
志

■
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

委
員
長　

 
 

前
崎　

正
弘

副
委
員
長　

西　
　

博
志

　
　
　
　
　

西
村　

健
一

　
　
　
　
　

板
垣　

良
二

　
　
　
　
　

髙
野　

謙
市

　
　

町　

議　

会

会　

長　
　
　
　

本　

淳
一

職
務
代
理
者　

長
岡
勇
起
夫

　
　
　
　
　
　

松
本　

貴
之

　
　
　
　
　
　

歳
桃　

良
育

　
　
　
　
　
　

太
田　

善
広

　
　
　
　
　
　

林　
　

寛
治

　
　
　
　
　
　

髙
野　

謙
市

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

貴
憲

　
　
　
　
　
　

山
崎　

照
光

　
　
　
　
　
　

籠
川　

健
二

　
　
　
　
　
　

山
崎　

政
敏

　
　

監 

査 

委 

員

　
　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

現
田　
　

聡

　
　
　
　
　
　

小
野　

哲
郎

　
　
　
　
　
　

川
上　
　

進

　
　

教
育
委
員
会

　
　

固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
委
員
会

　
　

消　

防　

団

　
　

診　

療　

所

小
平
診
療
所
長

鬼
鹿
診
療
所
長

小
平
歯
科

　
　

診
療
所
長

鬼
鹿
歯
科

　
　

診
療
所
長

町　

長　

関　
　

次　

雄

　
　
　
　
　
　

外　
　

職
員
一
同

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年代

表
委
員　
　

佐
橋　

栄
一

　
　
　
　
　
　

板
垣　

良
二

委
員
長　
　
　

長
山　

良
明

職
務
代
理
者　

丸
山　

里
司

　
　
　
　
　
　

仲
島　

克
弘

　
　
　
　
　
　

泉　
　

晃
彰

教
育
長　
　
　

金
澤　

弘
幸

職
務
代
理
者　

仙
石　

景
章

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
康
勝

　
　
　
　
　
　

永
井　

信
行

　
　
　
　
　
　

松
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□通常業務　　休　業

※海洋センターは 12 月 21 日から休館日となっています。

　 年末年始業務のお知らせ

月　　日 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
施　　設 （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）
役場

（本庁・各支所）
文化交流センター
文化交流センター
図書室
望洋台スキー場

（予定）
海洋センター

小平診療所

鬼鹿診療所

小平歯科診療所 　

鬼鹿歯科診療所

ごみ収集
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２月 25 日　冬期総合健診 申込用紙 ◆必要事項をご記入ください。

保健福祉課健康づくり係　　　　　　　　　　　　　　受付日　　　月　　　日（受け取った職員が記入）

保健
だより

このページに関するお問い合わせは

保健福祉課健康づくり係へ
☎56-2111　内線 276・277

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
３回目接種に関するお知らせ３回目接種に関するお知らせ

切り取り線

 冬期総合健診のご案内
　特定健診は糖尿病・高血圧症・脂質異常症等の生活習慣病の原因となるメタボリックシンドロームを
早期に発見し、生活習慣病の予防・改善を図ることを目的としています。

＊申込用紙に必要事項を記入し、希望する検査項目等に〇印をつけて、役場または支所にご持参くださ

　い。役場本庁舎では、電話・FAX・郵送でのお申し込みもできます。

＊２月 18 日頃を目途に「問診票」や「検査キット」等を郵送します。万が一、受診日の４日前までに

　届かない場合はお問い合わせください。

■申込方法

健診月日 会　　場 受付期間 未就学児の託児を行います。

託児をご希望の方は申し込

みの際にお伝えください。

託児利用時の受付時間は

8:30 または 9:00 です。

2月 25 日（金） 文化交流センター 6:30 ～ 10：00

■日程・会場

申込締切：令和４年２月９日（水）

※申し込み状況により、受付時間が変更になる場合があります。予めご了承ください。
※会場では新型コロナウイルス感染予防に万全を期しますが、今後の流行状況によっては中止すること
　があります。その際は申し込みのあった方に個別にご連絡いたします。
　また、従来実施していた「町内回覧」は実施いたしませんので、予めご了承ください。

■対象者
　２回の接種を完了している 18 歳以上の方。
■接種会場
　小平町文化交流センター
　町立鬼鹿診療所（小平町多目的防災交流施設「群来る」内）
■接種時期
　令和４年２月の接種開始に向けて準備をすすめております。
※ただし接種時期については、ワクチンの入荷状況や国の方針により随時調整・検討をしてまいります。
■接種券の発送時期
　接種予定日の１か月前を目途に接種券を送付する予定です。
　全ての対象者に段階的に順次送付するため、ご案内があるまでお待ちください。
　町外で接種をする等の事情から接種券をお急ぎ必要な方は、ご連絡ください。

氏　　名
未就学児 託児希望

（小平会場８:30 または９:00） あり・なし

会場と
受付時間 文化交流センター　６:30 ～ 10:00

生年月日 大正・昭和・平成　 　 年　  　月　 　 日
受付希望時間 早め・中間・遅め・希望なし

電　　話 保険の種類
小平町国保 後期高齢 生活保護 その他

検査の項目（受診希望の項目を○で囲んでください）

胃がん 肺がん 大腸がん 特定健診
（循環器） 胃ピロリ菌 前立腺がん 肝炎ウイルス
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■その他

２月 25 日　冬期総合健診 申込用紙 ◆必要事項をご記入ください。

保健福祉課健康づくり係　　　　　　　　　　　　　　受付日　　　月　　　日（受け取った職員が記入）

切り取り線

■対象・内容・料金

健 ( 検 ) 診名称 対象者・内容
料　金

 右記以外の  
 保険の方

小平町国保、後期高齢、
生活保護世帯の方

胃がん検診
35 歳以上の方※１
バリウムによる検査をします。

1,500 円

無　料

肺がん検診
35 歳以上の方※１
胸部のレントゲン検査をします。

　500 円

大腸がん検診
35 歳以上の方※１
事前送付の採便容器に２日分採便し、検診当日
に提出します。

1,000 円

特定健診

一般健康診査

( 循環器健診 )

次の①～④のいずれかにあてはまる方
　① 20 歳～ 74 歳で小平町国民健康保険に加入
　　している方。
　②後期高齢者医療保険に加入している方。
　③ 40 歳以上で生活保護世帯の方。
　④①・②以外の保険加入者の被扶養者の方※２
身体・血圧測定、尿・血液検査、問診、診察を
行います。
今年度 40 歳以上の方には、心電図・眼底検査・
貧血検査をします。

※３

胃ピロリ菌検査
40 歳以上で除菌治療を行ったことがない方。
血液検査をします。

2,460 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性の方。血液検査をします。 2,100 円

肝炎ウイルス検

査
40 歳以上で過去に肝炎ウイルス検査を受けたこ
とがない方。血液検査をします。

無　料

上記年齢は令和 4 年３月 31 日時点の年齢となります。
特定健診・その他の検診は、保険や検査の種類に関わらず 1 年度に 1 回受診できます。
※１：がん検診は、血縁にがんの方がいる場合は年齢制限をしません。
※２：加入中の健康保険事務所と小平町の２か所にお申し込みが必要です。町への申し込みは、電　　
　　　話または来庁にてお願いします。
※３：小平町国保・後期高齢者医療保険以外の保険加入者の被扶養者の方は、保険の種類により、料金     
　 　 が異なります。また、心電図・眼底検査・貧血検査を受ける場合は追加料金が生じます。

　一人でも多くの方に健（検）診をご利用いただくため、小平町国保の方を対象に町の職員が訪問したり、
　町が委託した業者から健診のご案内のお電話を差し上げています。
　委託先および担当者電話番号は以下の通りです。
　【委託先】　　　　　　　　　　　　　　【委託先担当者電話番号と氏名】
　　大和（やまと）産業株式会社		  ① 080-5724-0960　根廻　有子（ねまわり　ゆうこ）
						      ② 080-6077-9602　菅野　明子（かんの　あきこ）
						      ③ 090-6877-5786　藤川　真理（ふじかわ　まり）

氏　　名
未就学児 託児希望

（小平会場８:30 または９:00） あり・なし

会場と
受付時間 文化交流センター　６:30 ～ 10:00

生年月日 大正・昭和・平成　 　 年　  　月　 　 日
受付希望時間 早め・中間・遅め・希望なし

電　　話 保険の種類
小平町国保 後期高齢 生活保護 その他

検査の項目（受診希望の項目を○で囲んでください）

胃がん 肺がん 大腸がん 特定健診
（循環器） 胃ピロリ菌 前立腺がん 肝炎ウイルス
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 水道・水洗トイレなどの
 凍結凍結に注意しましょう 

　これから、ますます寒さの厳しい季節を迎え、屋内の水道や水洗トイレ、排水が凍結しやすくな

ります。冬場に長期間留守にしたり気温が氷点下になる場合は、給水管やトイレタンクなどの水抜

きや、排水に不凍液を入れるなど凍結を防いでください。

　万が一トラブルが発生したときは、次の指定工事店にご連絡ください。

　なお、年末年始【12 月 31 日（金）～１月 5 日（水）】につきましては、役場（☎ 56-2111）に

ご連絡ください。

指定工事店名 住　所 水 下 電話番号

㈱熱源 留萌市 ○ ○ 42-3081

㈱パイプライン 留萌市 ○ ○ 42-8622

㈱ハチロ 留萌市 ○ ○ 42-3311

㈱不二水道 留萌市 ○ ○ 42-1955

北興機械㈱ 留萌市 ○ 42-3615

ナリタ設備 留萌市 ○ 49-2355

前野工業㈱ 留萌市 ○ 56-4033

北日本設備㈱ 羽幌町 ○ ○ 62-3592

鈴木住設機器 羽幌町 ○ 62-3309

㈲マツダ興業 羽幌町 ○ ○ 62-1600

水…水道の指定店　下…下水道の指定店

指定工事店名 住　所 水 下 電話番号

小平自動車運輸㈱ 小平町 ○ 56-2301

㈱新名建設 小平町 ○ ○ 59-1017

㈱向井建設 小平町 ○ ○ 59-1955

㈲村井工業 鬼鹿港町 ○ 57-1007

年末年始のごみ収集等のお休みについて

【し尿汲み取り】
　し尿汲み取りは１２月２９日（水）から１月５日（水）までお休みしますので、ご了承願います。

【ゴミステーションの除雪・清掃のお願い】
　ごみの収集に支障がないよう、ゴミステーションの除雪を行いましょう。

　また、ゴミステーションがいつも清潔であるよう、清掃等も忘れずにお願いいたします。

　年末年始のごみ収集および各処分場は、１２月３１日（金）から１月３日（月）までお休みしま

すのでご了承願います。

　また、休み明けのゴミステーションは、満杯になることが予想されますので、保管が可能なごみ

は、次回の収集日に排出されるなどのご協力をお願いいたします。

◎問い合わせ先　生活環境課環境衛生係（内線 242・244）
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■公営住宅

■申込方法

生活環境課または各支所にある申込書

に必要事項を記入のうえ、下記書類を

添付しお申し込みください。

～添付書類～

①入居希望者全員の住民票

②昨年の所得がわかる書面（収入のあ

　る方全員の源泉徴収票のコピーまた

　は所得証明書等）

■申込締切　　１月 11 日（火）

■その他

・希望者が重複した場合は、選考委員会

　にて入居の可否が決定されます。

・入居が決定した場合、町内在住の所得
　のある方２名の連帯保証人（１名は

　留萌管内の在住であれば可能です）　

　が必要となります。

◎問い合わせ先

生活環境課管理係　　　☎ 56‐2111

　　　　　　　　　　（内線 245）

鬼　鹿　支　所　　　　☎ 57‐1111

達　布　支　所　　　　☎ 58‐1111

① H15 建築
２ＬＤＫ

（2 階建）
69.2 ㎡ 1 戸

ユニットバス・
ボイラー設置済

22,400 円～33,300 円
近傍同種家賃：79,000 円（注）

② H16 建築
２ＬＤＫ

（2 階建）
69.2 ㎡ 1 戸

ユニットバス・
電気温水器設置済

22,500 円～33,500 円
近傍同種家賃：77,900 円（注）

① H6 建築
３ＬＤＫ
(２階建 )

69.1 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

20,400 円～30,400 円
近傍同種家賃：63,500 円（注）

① S51建築
（H23 改善）

３ＤＫ
( 平屋建 )

51.3 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

8,500 円～12,700 円
近傍同種家賃：74,200 円（注）

② S58 建築
（H20 改善）

３ＤＫ
( 平屋建 )

63.7 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

15,700 円～23,400 円
近傍同種家賃：75,000 円（注）

① H5 建築 1ＬＤＫ 49.9 ㎡ 2 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

27,000 円

① H7 建築 1ＬＤＫ 49.9 ㎡ 2 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

27,000 円

① S54 建築
(H29 改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

67.4 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

16,900 円～25,200 円
近傍同種家賃：44,300 円（注）

② S55 建築
(H30 改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

68.8 ㎡ 2 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

17,600 円～26,200 円
近傍同種家賃：47,300 円（注）

③ S55 建築
(R 元改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

68.8 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

17,600 円～26,200 円
近傍同種家賃：46,200 円（注）

④ S55 建築
(R 元改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

68.7 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

17,500 円～26,100 円
近傍同種家賃：46,200 円（注）

⑤ S55 建築
(R 元改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

68.8 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

17,600 円～26,200 円
近傍同種家賃：47,400 円（注）

⑥ S57 建築
(R2 改善 )

３ＤＫ
(２階建 )

67.6 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

18,600 円～27,700 円
近傍同種家賃：51,100 円（注）

（注）近傍同種家賃とは、町営住宅に引き続き 3 年以上入居し、かつ入居収入基準を超
　える所得となった世帯が支払うこととなる家賃の上限額です。
・入居資格は現に住宅に困窮し、収入基準月額が原則として 15 万８千円を超えず、申
　込者および同居者が暴力団員でない世帯が対象となっています。（全員が 60 歳以上の
　世帯や本人が障がい者または同居者に障がい者や 18 歳に達する日以後の最初の 3 月
　31 日までの間の方がいる場合、入居者と同居者である配偶者の年齢の合計が 70 歳以
　下であり婚姻の届出の日から 2 年を経過していない新婚世帯等は緩和されます）
・トイレはすべて水洗化されています。
・家賃は家族構成や収入によって変動します。
・町税および町使用料等の滞納がある方は、完納のうえお申し込み願います。

■新町団地（新町２）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■新興団地（旭町）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

① H5 建築
(R3 改善 )

３ＬＤＫ
(２階建 )

76.7 ㎡ 1 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

23,300 円～34,800 円
近傍同種家賃：61,000 円（注）

■旭団地（旭町1）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■第２新興団地（旭町）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■温寧団地（鬼鹿田代）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■緑風団地（鬼鹿田代）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■新興団地リバージュ（旭町）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

■学園団地オニィー（鬼鹿港町）
建築年 間　取 面　積 戸数 設　備 家　　　賃

① S62 建築
（R2 改善）

３ＬＤＫ
（２階建）

67.6 ㎡ 2 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

19,600 円～29,200 円
近傍同種家賃：51,100円（注）

② H 元建築
（R3 改善）

３ＬＤＫ
（２階建）

67.6 ㎡ 2 戸
ユニットバス・
ボイラー設置済

20,100 円～29,900 円
近傍同種家賃：53,200円（注）

■特公賃（単身者）住宅
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小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111
まちまちのの伝言板伝言板

給与支払報告書の提出について給与支払報告書の提出について

　給与の支払者は、法人・個人を問わず、前年中に支払った（支払いの確定した）給与について、
給与支払額の多少にかかわらず、専従者・アルバイト・パート・役員等を含むすべての従業員の給
与支払報告書（総括表および個人別明細書）を作成し、従業員の１月１日現在（退職の場合は退職
日現在）における住所地の市町村長に提出することが法令により義務付けられています。（地方税法
第 317 条の６）
◆所得税の源泉徴収票とは異なり、すべての従業員について提出していただく必要があります。
◆給与支払報告書は、個人町・道民税の課税の根拠となる重要な書類ですので、正しく記入のうえ、
　必ずご提出ください。
◆社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成 28 年分以降の給与支払報告書
　から個人番号および法人番号の記載欄が設けられたため、様式が変更されています。また、個人
　事業主の方については、提出の際に本人確認をさせていただきます。

　令和３年１月１日から令和３年 12 月 31 日までに給与（給料、賃金、賞与、俸給など）を支払っ
　た従業員（専従者・アルバイト・パート・役員等を含む）のうち、次のいずれかに該当する全員
　について、給与支払額の多少にかかわらず提出してください。
◆毎年１月１日現在の在職者のうち、同日現在に小平町にお住まいの方。
◆前年中の退職者のうち、退職日現在に小平町にお住まいの方。

　令和４年１月 31 日（月）までに総括表と合わせて、郵便または信書便により送付していただくか、
　窓口にて提出してください。
　※期限が近づくと窓口が混み合いますので、お早めに提出してください。

　個人町・道民税にかかる特別徴収関連手続きについて、地方税ポータルシス
　テム（eLTAX：エルタックス）を利用し、インターネットによる受け付け
　も行なっています。
　eLTAX（エルタックス）を利用すると、申告書などの作成・提出において、
　チェック機能により入力誤りや計算誤りが防止でき、郵送料なども不要で、
　１回のデータ送信操作で複数の地方公共団体（参加団体）に提出できるなど
　のメリットがあります。

◎問い合わせ先　財政課税務係（内線 216・217）

身　元　確　認　書　類
・マイナンバーカード（個人番号カード）
・運転免許証等の官公署等が発行した顔写真付
　きの書類
・健康保険証
・年金手帳　　　　　　　　　　　　等を１つ

番　号　確　認　書　類
・マイナンバーカード（個人番号カード）
・個人番号の通知カード
・住民票の写し（個人番号が記載されたもの）　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　等を１つ

■小平町へ提出していただく対象者

■提出期限および提出方法

■電子申告による提出

■本人確認の必要書類

鬼鹿方面

鬼鹿・臼谷・小平方面お帰り時刻 14：30 本郷・平和・寧楽・達布方面お帰り時刻 15：30

臼谷・小平方面 本郷・平和・寧楽・達布方面

1月の無料送迎バス運行日は
12日・19日・26日［水曜日］

鬼 鹿 小 学 校 前

鬼 鹿 郵 便 局 前

ロ ー ソ ン 鬼 鹿 前

第 1 広 富 バ ス 停

ゆ っ た り か ん 着

　9：55

　9：58

10：00

10：05

10：20

臼 谷 寿 の 家 前

小平町商工会前

吉 田 宅 前

小 平 小 学 校 前

ゆ っ た り か ん 着

10：35

10：38

10：40

10：42

10：45

11：10

11：20

11：25

11：26

旧本郷小学校前

小平新興団地入口

除 雪 セ ン タ ー 前

ゆ っ た り か ん 着

※達布活性化センター前

旧寧楽小学校前

平 和 共 栄 橋 前

富里ライスセンター前

11：30

11：35

11：36

11：40

停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻

※達布活性化センター前は予約制といたします。達布支所（☎58-1111）又はゆったりかんフロント（☎56-9111）
　に運行日の午前 9 時までにお電話いただけた場合のみ送迎いたします。
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　小平町では北海道からの補助を受け、心身に重い障がいのある方（重度心身障がい者）、母子（父子）

家庭の方（ひとり親家庭等）および小学生までのお子さん（乳幼児等）の医療費の一部を助成して

います。また、町独自に、高校生までのお子さんの医療費についても助成を行っています。

■対象となる方
共通条件
　・生活保護法による保護を受けていないこと。

＊重度心身障がい者医療費の助成（18 歳以下本人負担額０円）※
①身体に障がいのある方で、１～３級（ただし、３級は心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・
　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫または肝臓の機能の障がいに限る）身体障がい者手帳をお持ち
　の方。
②知的障がいのある方で、「Ａ」と判定された療育手帳をお持ちの方、または、「重度」と判定（診断）
　された方。
③精神障がいのある方で、１級の精神障がい者保健福祉手帳をお持ちの方。
④受給者の生計を主として維持する方の所得が限度額未満の方。

＊ひとり親家庭等医療費の助成（18 歳以下本人負担額０円）※
①ひとり親家庭等に属している母または父および子。（18 歳に達した日の属する年度の末日までの方。
　ただし、在学等で扶養されている場合（注）は、20 歳に達した日の月末までの方）
②受給者の生計を主として維持する方の所得が限度額未満の方。

＊乳幼児等医療費の助成（本人負担額０円）※
①０歳から６歳までの入通院および小学生の入院。
②小学生の通院および中学生の入通院、高校生等の入通院（町独自助成）。

※領収書を後日役場に持参し、払い戻しを受けることもできます。

■申請方法
　医療費助成を受けるには、事前に「受給者証」の交付を受けることが必要です。次のものを持参の上、

役場保健福祉課または各支所で申請をお願いします。

　・印鑑

　・健康保険証

　・重度心身障がい者医療に関しては、身体障がい者手帳または療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳

　　（注）申請時に在学証明書などが必要となります。

◎問い合わせ先　保健福祉課保険係（内線 271・287）

　 重度心身障がい者・ひとり親家庭等・乳幼児等の
　　　　　　　　　　　　　　　医療費助成のお知らせ

＊入居資格　小平町に住所を有するおおむね 65 歳以上で、介護保険法に基づく要介護認定申請にお
　　　　　　いて「自立等」と判定された一人暮らしの方および夫婦のみの世帯で、別に定める要件
　　　　　　を満たす方。

※お申し込みが募集室数を超えた際は抽選となる場合がございますので、予めご了承願います。

◎申し込み・問い合わせ先
　保健福祉課福祉係（内線 272）もしくは鬼鹿支所（☎ 57-1111）・達布支所（☎ 58-1111）

※居室における光熱水費（電気料・上下水道料）は、各室ごとの自費負担となります。

小平町高齢者グループハウス「やすらぎ荘」、「はまなす荘」の入居者を募集しています小平町高齢者グループハウス「やすらぎ荘」、「はまなす荘」の入居者を募集しています

「はまなす荘」
■所 在 地　小平町字鬼鹿港町 287 番地の１
■募集室数　２室
■使 用 料　居室使用料（月額）10,100 円
　　　　　　共有室使用料
　　　　　　１人入居の場合：月額 2,000 円
　　　　　　２人入居の場合：月額 4,000 円

「やすらぎ荘」
■所 在 地　小平町字小平町 377 番地の２
■募集室数　1 室
■使 用 料　居室使用料（月額）11,300 円
　　　　　　共有室使用料
　　　　　　１人入居の場合：月額 2,000 円
　　　　　　２人入居の場合：月額 4,000 円
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　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限

　度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度および介護保険から支給されます。なお、

　手続きには保健福祉課保険係への申請が必要となります。

○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○支給額が５００円以下の場合は支給されません。

◇自己負担限度額表【１年分の自己負担額の計算期間：令和２年８月１日～令和３年７月 31 日】

負担割合 区　　　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者

【課税所得 690 万円以上】212 万円

【課税所得 380 万円以上】141 万円

【課税所得 145 万円以上】　67 万円

１割

一　　　　　般 56 万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） 31 万円

区分Ⅰ（※２） 19 万円

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受

　　　給額が 80 万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

　 令和２年８月～令和３年７月の１年間に係る高額介護合算療養費に該当する方には、

 令和４年３月下旬に申請の案内文を発送する予定です。

問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601

　小平町保健福祉課保険係　　　　☎ 56-2111（内線 271・287）

■高額介護合算療養費について

後期高齢者医療制度のお知らせ
～高額介護合算療養費について～

「救命講習会」一部再開のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、救命講習会を見合わせておりましたが、感染拡

大防止対策を講じたうえで救命講習会を一部再開いたします。なお、今後の感染状況により再度中

止となる場合がございます。講習をご希望の方は小平消防署（救急係）までお問い合わせください。

◎問い合わせ先　留萌消防組合小平消防署　☎ 56-2221・鬼鹿支署　☎ 57-1253

統計功績者表彰伝達式を行いました

　12 月６日に町長室にて統計功績者表彰伝達式が行われ、
今回受賞した、斉藤　晃さん、管野　武さん、濱野　修二
さんの３名へ、町長より表彰状と銀杯が伝達されました。
　受け取った３人は「今後は、調査に携わる後輩の育成に
も力を入れていきたい」と述べました。

左から関町長、斉藤晃さん、管野武さん、濱野修二さん
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内
在
住
ま
た
は
近
隣
市
町

　

か
ら
通
勤
可
能
な
方

■
手
当
等

　

期
末
手
当
、
通
勤
手
当
ま
た
は

　

通
勤
に
係
る
費
用

■
待　
　

遇

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　

保
険
加
入

■
申
込
方
法

　

総
務
課
備
付
け
の
申
込
書
に

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
添
え 

　

て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛

　

生
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
生
園

　
　

（
☎
59-

１
１
４
６
）	

ゆったりかん運営に関する
アンケート結果について

　各町内会の皆さまのご協力のもと実施し

た「ゆったりかんの運営に関するアンケート」

につきまして、別紙のとおり取りまとめたの

で本広報折込により周知いたします。

　ご協力ありがとうございました。

■
申
込
方
法

　

総
務
課
備
付
け
の
申
込
書
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
添
え
て

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
庶
務
係
（
内
線
206
）
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小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111
まちまちのの伝言板伝言板

小
平
町
教
育
委
員
会
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
共
同
調
理
場
調
理
員
（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
）】

■
勤
務
時
間
　

　

学
校
等
開
設
日　

　

８
時
00
分
～
16
時
30
分

　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

■
報　
　

酬　

　

日
額　

６
千
672
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員
　
５
名

【
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
）】

■
勤
務
時
間

①
12
時
30
分
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

（
６
時
間
勤
務
）

②
８
時
00
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

■
報　
　

酬

　
時
給　

994
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

　

日
額　

７
千
460
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員
　
①
、
②
各
１
名

■
資　
　

格

　
幼
稚
園
教
諭
免
許
・
保
育
士

　

免
許
所
有
者
ま
た
は
取
得
見

　

込
み
の
方

【
学
校
・
幼
稚
園
公
務
補
（
フ
ル

タ
イ
ム
）】

■
勤
務
時
間

　

７
時
00
分
～
15
時
45
分

　

（
７
時
間
45
分
勤
務
）

■
給　
　

与

　

月
額　

14
万
４
千
800
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員　

４
名

【
特
別
教
育
支
援
員
（
パ
ー
ト
タ

イ
ム
）（
軽
度
発
達
障
害
等
を
も

つ
園
児
・
児
童
生
徒
の
学
習
活

動
等
の
支
援
お
よ
び
幼
稚
園
・

学
校
生
活
の
介
助
）】

■
勤
務
時
間

　

８
時
00
分
～
14
時
30
分
の
内

【
４
～
５
時
間（
週
20
時
間
以
内
）】

■
報　
　

酬

　

時
給　

１
千
103
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

【
共
通
事
項
】

■
雇
用
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
条　
　

件

　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

■
手
当
等

　

期
末
手
当
、
通
勤
手
当
ま
た

　

は
通
勤
に
係
る
費
用

■
申
込
方
法

　

教
育
委
員
会
備
付
け
の
申
込

　

書
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
管

　

理
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
255
）

【
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務
補

佐
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）】

■
勤
務
時
間

①
火
～
土
曜
日

　

17
時
15
分
～
21
時
15
分

　
　
　
　
　
　

（
４
時
間
勤
務
）

　

日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日

　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

②
土
曜
日

　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

■
報　
　

酬

　

日
額　

６
千
672
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

　

時
給　

889
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員　

①
、
②
各
１
名

【
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室
事

務
補
佐
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）】

■
勤
務
時
間

①
火
～
土
曜
日

　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

②
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日

　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

　

（
７
時
間
30
分
勤
務
）

■
報　
　

酬　

　

日
額　

６
千
672
円
～

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

■
募
集
人
員　

①
、
②
各
１
名

【
共
通
事
項
】

■
雇
用
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
条　
　

件

　

町
内
在
住
の
健
康
な
方

■
手
当
等

　

期
末
手
当
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
お
よ
び
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー
図
書
室
の
事
務
補
佐

　

員
は
①
の
み
支
給
）、
通
勤　

　

に
係
る
費
用

■
申
込
方
法

　

教
育
委
員
会
備
付
け
の
申
込

　

書
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）　

　

を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
社

　

会
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　

（
☎
59-

９
５
０
０
）

■
採
用
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

町
内
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

■
給
与
等

　

小
平
町
「
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
」
に
よ
り
支
給
し

　

ま
す
。

■
採
用
資
格

　

次
の
①
～
②
の
す
べ
て
に
該

　

当
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

①
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠

　

格
条
項
）
お
よ
び
学
校
教
育

　

法
第
９
条
（
校
長
、
教
員
の

　

欠
格
事
項
）
に
該
当
し
な
い

　

こ
と
。

②
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
普
通
免

　

許
状
お
よ
び
保
育
士
資
格
を

　

有
す
る
こ
と
。

注
１

　

「
普
通
免
許
状
を
所
有
す
る
こ

　

と
」
と
は
、
「
令
和
４
年
４
月

　

１
日
時
点
で
有
効
普
通
免
許

　

状
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
」　

　

を
意
味
し
、
令
和
４
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
確
実
に
普
通
免

　

許
状
を
取
得
で
き
る
こ
と
を

　

含
み
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

個
別
面
接
、
実
技
（
ピ
ア
ノ

　

演
奏
）
等

■
申
込
方
法

　

教
育
委
員
会
備
付
け
の
申
込

　

書
に
「
乳
幼
児
教
育
に
求
め
ら

　

れ
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

　

400
字
程
度
の
意
見
書
、
写
真
を

　

貼
付
し
た
本
人
直
筆
の
履
歴

　

書
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
・
保
育

　

士
免
許
（
資
格
）
所
持
の
方
は

　

写
し
、
在
学
中
で
あ
れ
ば
成
績

　

証
明
書
を
添
付
し
、
小
平
町
教

　

育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
試
験
お
よ
び
面
接
等

　

後
日
応
募
者
に
通
知
い
た
し

　

ま
す
。

■
申
込
期
限

　

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
管
理
課
総
務
係

　

（
内
線
255
）

小
平
町
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
教
諭
を
募
集
し
ま
す
。
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 小平町役場（代）56-2111 FAX 56-2110  鬼鹿支所 57-1111  達布支所 58-1111
まちまちのの伝言板伝言板

消防署からのお知らせ

～除雪中の事故にはご注意ください～

～火災にはご注意ください～
＜調理中は絶対にその場を離れない＞
＊着衣着火に注意！

　着衣着火とは、こんろの炎が衣服に燃え移ることです。袖口などは特に注意を

　はらいましょう。

＊こんろ周辺の整理整頓を！

　こんろの近くに置いていたふきんに火が燃え移ってしまうこともありますの　

　で、こんろの周りには物を置かないようにしましょう。

＜長い時間をかけて火災になるたばこの怖さ＞
＊寝たばこは絶対にしない！

　たばこの火がついた布団は炎を上げないでゆっくりと燃焼を続け、空気の流入

　などの条件が揃うと炎を上げて燃え始めます。布団などの近くでは、たばこを

　吸わないようにしましょう。

＊たばこの火は必ず消すこと！

　たばこの火は必ず消しましょう。吸い殻は必ず灰皿に入れ、火が消えているこ

　とを確認しましょう。

＜電気器具類の発熱注意！見えないところで発火することも＞
＊コード類の取扱いに注意！

　許容電流を超えることで発熱・発火するタコ足配線は火災原因の１つです。ま

　た、コードに重いものを乗せると配線に負荷がかかってショートすることもあ

　るので、気を付けましょう。

＊トラッキング現象に注意！

　コンセントと電気プラグの間にホコリ等が溜まり、湿気が加わるとそれが導線

　になり電気が流れます。やがてそこから発火するのが「トラッキング現象」です。

　こまめに掃除して、ホコリを溜めないようにしましょう。

　雪による事故の死者の多くは除雪中の事故です。

　除雪中の事故は、自宅など建物屋根の雪下ろしや雪かき等の作業中に発生しており、中でも高齢者

の比率が高いことが特徴です。

　除雪中の事故の危険を理解し、安全な対策を講じることが、事故を防ぎます。

　また、事故は除雪作業に対する慣れや過信、油断が事故を招いています。

　除雪作業前に事故防止のポイントを確認しましょう。

～除雪中の事故を防ぐための 10 箇条～
①作業中は家族、となり近所にも声をかけて

　２人以上で！

②雪下ろしの時は建物のまわりに雪を残して

　落下した時の被害を軽減！

③晴れの日ほど要注意、気温の上昇により屋

　根の雪がゆるんでいる！

④はしごはロープや器具を使用して決められ

　た角度で固定！昇り降りに注意！

⑤除雪機に雪が詰まったら、エンジンを切っ

　て棒等で取り除く！

⑥軒下での作業は屋根からの落雪に注意して

　安全確認をしてから行う！

⑦体調不良時は無理をしない！

　こまめに休憩を！

⑧面倒でも命綱やヘルメット等を使用して安

　全装備！

⑨除雪道具に雪がつきにくくなるスプレーを

　使用！安全装備が壊れていないか確認！

⑩携帯電話を身につけて緊急時にすぐに連絡

　をとれるように！

◎問い合わせ先　留萌消防組合小平消防署（☎ 56-2221）、鬼鹿支署（☎ 57-1253）
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令和 4・5年度「国有林モニター」の
募集について

■早めの氷雪下ろしを
　例年、屋根からの氷雪の落下により、下敷きに

　なるなどの事故が発生しております。氷雪が屋

　根からせり出している軒下などは、危険ですの

　で近づかないようにしましょう。また、氷雪は

　早めに下ろして、落氷雪による事故を防止しま

　しょう。

■雪下ろし作業は複数で行い安全確保を
　例年、屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から

　転落する事故も発生しております。作業すると

　きは、補助者を置くなど複数で行うとともに、

　転落防止や万一の時に備え、万全措置を講じ、　

　自身の安全を確保しましょう。

■除雪機に注意
　例年、除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き

　込まれたり、下敷きになるなどの事故も発生し

　ております。除雪作業時は、作業に適した服装

　を着用し、エンジンを掛けたまま雪詰まりを取

　り除くなどの作業は絶対にやめましょう。

◎問い合わせ先
　留萌警察署　0164-42-0110

■日時
　令和４年１月 30 日（日）　10：00 ～ 16：00

■専用電話番号
　0120-052-088

　【当日のみの専用（臨時）の番号です】

※相談は無料、秘密は厳守します。

落氷雪、除雪作業中の事故防止について

全国一斉生活保護相談会

　林野庁北海道森林管理局では、国民の皆様に国
有林の役割や現状等をご理解いただくとともに、
国民の幅広い意見を把握し、国有林野の管理経営
に役立てることを目的に、令和４・５年度の「国
有林モニター」を下記のとおり募集します。
■募集人数　48 名
■依頼期間　令和４年４月から令和６年３月（２年間）
■依頼内容
＊国有林や森林、林業に関するアンケート調査へ     
　の回答
＊モニター会議（国有林の役割や現状等説明と意
　見交換、年１回）への出席
＊現地見学会（国有林の作業現場の見学や体験、　
　徒歩移動あり、年１回）への参加
■応募資格
　北海道にお住まいで、国有林に関心のある、満
　18 歳以上（令和４年４月１日時点）の方。
※国会・地方議会議員、地方公共団体の長、常勤
　の国会公務員、林野庁ＯＢおよび森林・林業担
　当の自治体職員は除きます。
■募集期限　令和４年２月 18 日（金）（必着）
■応募方法
　以下の必要事項をご記入のうえ、郵送・ＦＡＸ・
　メールのいずれかの方法でご応募ください。
　①氏名（ふりがな）、②性別、③住所、④郵便番号、
　⑤年齢（令和４年４月１日現在）、⑥職業、⑦電
　話番号、⑧メールアドレス（お持ちの方のみ）、
　⑨国有林モニターを知ったきっかけ、⑩応募理
　由（100 字程度）
※ご応募いただいた個人情報は、国有林モニター
　に関する目的以外には使用いたしません。
■選考結果
＊国有林モニターに選ばれた方には、令和４年３月末
　までに依頼状の発送をもってお知らせします。
＊選考内容に関する情報は非公開とさせていただ
　きます。
◎応募先および問い合わせ先
　〒 064-8537　札幌市中央区宮の森３条７丁目70 番
　北海道森林管理局企画課国有林モニター担当
　☎ 011-622-5228　ＦＡＸ：011-622-5194
　e-mail：h_kikaku@maff.go.jp
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婚姻月日
11/22

12/4

新　郎
宮林　千浩

紅屋　　樹

新　婦
千葉　里咲

高橋　文香

住　所
小平町

小平町

1月の納税告知板

町 民 憲 章
元
気
で
は
た
ら
き
伸
び
ゆ
く
豊

か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
助
け
あ
い
親
切
で
あ

た
た
か
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

き
ま
り
を
守
り
力
を
あ
わ
せ
て

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

文
化
を
た
か
め
心
豊
か
な
楽
し

い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

海
も
緑
も
美
し
い
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

令
和
4
年
1
月
号　

発
行
／
小
平
町　

編
集
／
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係　

印
刷
／
㈱
留
萌
新
聞
社
あ
る
ふ
ぁ
ら
ん
ど

世帯数
人　口

男
女

世帯
人
人
人

（  ）は前月比／外国人住民を含む

（11 月末現在）

上記は 11月22 日～12月19 日までの受付分

1,566
2,932
1,384
1,548

（－ 5）
（－ 5）
（－ 4）
（－ 1）

1月のこよみ ◎印は日曜日の救急当番医です

１ （土）元日

2 （日）

3 （月）

4 （火）

5 （水）

6 （木）仕事始め

7 （金）
第 33 回小平町小・中学生書初め大会

（文化交流センター　9：30 ～ 12：00）
令和 4 年小平町民新春交礼会（文化交流センター　17：30 ～）

8 （土）
キッズスキー教室（望洋台スキー場　9：00 ～ 12：00）
小平消防団出初式（文化交流センター　10：00 ～）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」

（望洋台スキー場　13：00 ～ 15：30）

9 （日）令和４年小平町成人式（文化交流センター　13：30 ～）

10（月）
成人の日
キッズスキー教室（望洋台スキー場　9：00 ～ 12：00）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」

（望洋台スキー場　13：00 ～ 15：30）

11（火）小平健康栄養相談・乳幼児相談
（健康福祉センター　10：00 ～ 12：00）

12（水）
13（木）5 歳児健診（健康福祉センター　受付 12：00 ～ 12：40）

14（金）

15（土）
第 42 回子ども下の句カルタ大会

（文化交流センター　13：30 ～）
キッズスキー教室（望洋台スキー場　9：00 ～ 12：00）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」

（望洋台スキー場　13：00 ～ 15：00）

16（日）
キッズスキー教室（望洋台スキー場　9：00 ～ 12：00）
おびらっ子スポーツクラブ「スノーボード教室」

（望洋台スキー場　13：00 ～ 15：00）
◎整形外科稲垣医院

17（月）
おびらっ子スポーツクラブ「キンボール教室」

（Ｂ＆Ｇ海洋センター　19：00 ～ 20：00）
かろやかクラブ「ストレッチヨガ＆ストレッチポール」

（文化交流センター　19：00 ～ 20：00）

18（火）
19（水）乳児健診（健康福祉センター　受付 12：20 ～ 12：40）

20（木）
21（金）
22（土）
23（日）

24（月）
おびらっ子スポーツクラブ「キンボール教室」

（Ｂ＆Ｇ海洋センター　19：00 ～ 20：00）
かろやかクラブ「ストレッチヨガ＆ストレッチポール」

（文化交流センター　19：00 ～ 20：00）

25（火）
26（水）
27（木）
28（金）歯科検診・フッ素塗布

（健康福祉センター　受付 13：15 ～ 13：50）

29（土）
30（日）
31（月）

死亡月日
11/22

11/23

12/ 2

12/ 2

12/ 9

12/16

年齢（歳）
98

89

72

81

66

78

住　所
小平町

達布

鬼鹿港町

鬼鹿田代

富里

小平町

氏　　名
星　　シゲ

酒井　雪子

土佐　　子

小池ヨシ子

加藤さち子

三浦　淳子

法定調書・償却資産申告
書の提出期限は、

1月31日（月）です！

納税等はお早めに！

おびまるからのお知らせ

広報おびらへのお問い合わせ広報おびらへのお問い合わせ
企画振興課企画振興係
 ● ホームページアドレス
　www.town.obira.hokkaido.jp/
 ● Ｅメール（電子）アドレス
　info@town.obira.lg.jp
TEL 0164－56－2111
FAX 0164－56－2110

（内線207・208・289）
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